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Ⅰ は じ め に
本研究は，教育者・保育者養成校における学生の音楽理解力の向上を目指すための授業の内
容と実践過程を示したものである。その具体的な展開方法や学生の取り組みについて明らかに
するとともに，これらをとおしてこのような授業による教育効果について考察したものである。
本学こども学科では，教育者・保育者（以下，保育者とする）に必要となるピアノ演奏技術
を習得するための実技科目を免許・資格取得のための必修科目として配置している1）。さらに，
本学科では3つのコース（音楽，保育，教育）が設置されており，音楽コースでは，リトミッ
クや音楽療法，音楽表現の知識と技術を学ぶコース専門科目も開講している2）。
教育や保育の現場では，日々，音楽活動が取り入れられており，歌唱や身体表現をおこなう
際には，保育者が伴奏や音楽をピアノで演奏することが多く，子どもの表現力を育むためには，
保育者に音楽の知識と幅広い表現ができる演奏技術力が求められる。毎年，ピアノ初心者が多
い本学科では，これまで，筆者らはピアノ実技科目の他，教科や指導法に関する科目において，
学生の音楽力向上のための授業をいくつか展開してきたが，音楽の柱ともいえる和音の機能を
机上で理解させることは難しく，和音記号やコードネームについて理解していない学生も多い。
和音は，西洋音楽において，旋律，リズムと並ぶ音楽の三要素の一つであり，旋律は和音の構
成によってなされている。和音には，明るい響きや暗い響き，安定した響きや緊張感のある響
きなど，いくつもの種類があり，その連なりにより，曲全体の雰囲気ができあがる。表現活動
を展開する際において，保育者が和音の種類や響きの性格をピアノで表現できると，子どもは
さまざまなイメージを広げることができ，感性を育む上で大変有益である。
また，小学校学習指導要領音楽に「和音の指導に当たっては，合唱や合奏の活動を通して和
音の持つ表情を感じ取ることができるようにすること。また，長調及び短調の楽曲においては
Ⅰ，Ⅳ，Ⅴ及びⅤ7などの和音を中心に指導すること。」とある3）。保育や幼児教育の音楽活動
においても，曲の性格を表している和音の持つ表情を理解して展開することにより，小学校で
の音楽の授業が楽しみながらスムーズに理解できることにつながると考える。
そこで，今回の研究では，比較的ピアノ経験者が多い音楽コースの学生を対象とし，和音の
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持つイメージ，和音の機能，強弱や速度の変化，音楽の仕組みの理解を深める授業の試みをお
こなった。意欲的で積極的に取り組めるよう，リトミックの授業でも培った内容を生かし，身
体表現活動を用いておこなった。また，教材は本学科のピアノ実技科目履修課題のひとつであ
る，ブルクミュラーの作品を使用した。学生にとってなじみが深い作品のため，抵抗なく望め
ることと，楽曲構造や和声進行が比較的シンプルで，初心者にとってもわかりやすく，ピアノ
演奏技術を高める契機となると考えたためである。
Ⅱ 研究の方法・授業の概要・使用教材
2-1 研究の方法
本研究にかかる授業実践は，以下のように実施した。
①実施年月：2017年12月 ②実施科目：保育内容演習Ⅱ
③受講者学年・コース：1年・音楽コース ④受講者数：10名 ⑤実践場所：学内教室
実施科目は，本学科推奨科目であり，保育者として必要な実技（音楽，体育，造形）の知識
と技能を深める内容を中心に展開している。後学期15回開講の音楽領域4回のうち，2回の授
業で実施した。
受講者の大学入学前のピアノ経験年数を調査したところ，11年以上が3人，10年が1人，5
年が1人，1年が1人，大学入学からが4人であった。また，ピアノ以外の楽器経験は8人お
り，フルート，クラリネット，オーボエ，パーカッションなど，中学や高校時代に所属してい
た吹奏楽部で演奏していたと回答した。
2-2 授業の概要
本学科ピアノ実技科目履修曲であるブルクミュラー作曲「25の練習曲Op.100」から第1曲
「素直な心」を教材として楽曲分析し，身体表現活動をとおして，和音の持つイメージ，和音
の機能，強弱や速度の変化，音楽の仕組みの理解を深め，音楽理解力を高めることを目標とし
た。
①第1回目
・予備練習として，3つの和音の組み合わせ（カデンツ）を3パターン聴き，それに合わせ
た身体表現を考えて簡単なイラストで表す。
・和音の機能について説明し，和音のイメージを広げる。
・ブルクミュラー作曲「素直な心」の楽譜を配布し，筆者の演奏を聴いて，グループに分か
れて自由な身体表現を考える。
②第2回目
・ブルクミュラー作曲「素直な心」の楽曲分析した資料（楽譜1）を配布し，曲の構造につ
いて理解を深める。
・楽曲分析をふまえ，筆者の演奏を聴いて，グループに分かれて，改めて1小節ごとに和音
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や旋律からイメージした身体表現を考える。
・グループごとに考えた身体表現を音楽に合わせて発表し，鑑賞し合う。楽曲分析がどのよ
うに生かされていたかを確認する。
2-3 使用教材
ブルクミュラー（JohannFriedrichFranzBurgm・ler,1806-1847）作曲「25の練習曲（25
LeichteEt・den）Op.100」より，第1曲「素直な心（Lacandeur）」を使用した。この曲は，
調号が何もつかないハ長調で書かれており，また，左手がほとんど和音で弾くよう構成されて
いるため，初心者でも各和音の響きを感じ取りやすく，和声感を得るために適した教材である。
今回は，繰り返しを省略し，全22小節についての音楽の諸要素の理解を深めることにした。曲
の，①調性，②拍子，③速度標語，④形式，⑤強弱記号，⑥速度記号，⑦発想記号，を表1に
示す。また，使用されている和音の和音記号とその特徴を表2に，各小節の構造を表3に示す。
3
表1 使用教材について
素直な心（Lacandeur）
①調性 ハ長調
②拍子 4分の4拍子
③速度標語 Alegromoderato
④形式 二部形式（A－B－Coda）
⑤強弱記号 pp,p,mf,f,cresc,dim,
＜ , ＞
⑥速度記号 pocoriten.
⑦発想記号 dolce
楽譜1 「素直な心」楽曲分析資料
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表3 各小節の構造
小節 構造
1
右手に［ソミレド］というこの曲の主要モチーフa（以下，aとする）が2回繰り返される。
左手は主和音（トニック）であるⅠが置かれる。
2
aがドから始まり，1小節目同様2回繰り返される。開始音が高いため，高揚感が感じられ
る。左手はⅣの下属和音（サブドミナント）で，広がりを感じさせる。
3
再びトニックに戻り，左手で主和音がタイによって続けて響く。右手はaが再び登場し，滑
らかな八分音符の流れが続く。
4
要素は3小節目とほぼ同じで，反復された印象を受けるが，後半の右手は5小節目に出てく
るa・の逆音型である。
5
aに似た［ソファミレ］という滑らかな下降形の八分音符a・が繰り返され，属七のドミナン
トが左手で奏される。crese.の指示により，だんだん強く演奏する。
6
5小節目の反復のように［ファミレド］が2回繰り返される。左手は主和音に戻る。7小節
目に向かってcresc.が継続される。
7
デクレシェンドを伴った右手の八分音符が滑らかに演奏される。左手にはドッペルドミナン
トが現れ，属調であるト長調に転調したような感覚がある。緊張感が高まる小節である。
8
これまで絶え間なく八分音符で動いていた右手が，3拍目の四分音符で停止する。1，2拍
目の［ソシドレ］はaの逆音型である。左手はⅤの属和音（ドミナント）を奏し，半終止を
形成する。
9
ここから4小節間，左手に八分音符の動きが見られる。右手にa，左手にaの逆音型が2回
反復される。強弱はpの指示がある。
表2 使用されている和音の和音記号と特徴
和音記号 構成音 使われている小節 特徴
1，3，4，6，10，
12，16，18，20，
21，22
主和音，トニック。調を代表する和音で，安定感
がある。曲の始まりや終わりで用いられる。
2
下属和音，サブドミナント。明るく開放感があり，
柔らかい印象を与える。
8
属和音，ドミナント。緊張感があり，主和音に進
もうとする意志を持つ。段落の終わりに使用され
ると半終止と呼ばれ，継続する感じを与える。
5，9，11，15
属七の和音。属音上の七の和音のことで，属和音
より緊張感が高い。
7
属調の属七の和音，ドッペルドミナント。転調し
た印象を与え，色彩に変化をもたらす。引き上げ
られるような緊張感がある。
14
主和音の第2転回形。属和音と結びつき，ドミナ
ントを形成する。強い緊張感を感じさせる。
13
属調の属九の準固有和音。音階固有音に含まれな
い音が2つ含まれており，響きに彩りを与える。
17，19
属九の準固有和音。音階固有音に含まれない音が
1つ含まれており，響きに彩りを与える。
Ⅲ 授 業 の 実 践
第1回目は，はじめに，授業の目的と内容を説明した。予備練習として，3種類のカデンツ
（楽譜2），①Ⅰ－Ⅴ－Ⅰ，②Ⅰ－Ⅳ－Ⅰ，③Ⅰ－Ⅳ－Ⅰを聴き比べ，身体で表現した。Ⅰは
気をつけの姿勢とし，挟まれた和声でどのような表現が感じられたか身体で表現し，それを絵
で描いた。
①のカデンツは，Ⅴの和音
で，すべての学生がお辞儀の
表現をした。これは，儀式な
どでおこなわれる修礼の「気
をつけ・礼・直れ」をイメー
ジさせるためと考えられる。一般的な修礼（楽譜3）は，Ⅰの和音
は根音（主音）を最高音に配置するカデンツであるが，今回使用し
た第5音を最高音に配置した和音から始まるカデンツでも，修礼と
同じ和声を感じたようであった。②のカデンツは，①に比べてどの
ように表現をしたらよいかすぐに判断しかねる学生がいた。つま先
5
楽譜3 一般的な修礼
楽譜2 3種類のカデンツ
10
右手で全音符を奏することにより，旋律と伴奏の関係が逆転する。9小節目と10小節目は属
七の和音―主和音（ドミナント―トニック）の関係である。緊張感のあるドミナントから安
心感のあるトニックとなり，右手の全音符，左手の上行音型により開放的な雰囲気となる。
11 9小節目の反復。
12 10小節目の反復。
13
右手が二声に分かれるが，a，a・の変形と考えられる。左手は借用和音の構成音による2つ
の二分音符からなる。1拍目は単音，3拍目は重音と厚みを増すことで，14小節目に向けて
の方向性を示す。
14
sfによりクライマックスが示されている。その後，高まった緊張感を解くようにデクレシェ
ンドの指示がある。右手は跳躍を伴う動き，左手は主和音の第2展開型が置かれ，15小節目
の属七の和音と合わせ，ドミナントを形成する。
15
左手に2つの重音による属七の和音の二分音符が2回置かれ，右手は倚音を3回含めた滑ら
かな八分音符がCodaに向けて推移する。段落のおしまいを示すように，pdolceepoco
riten.の指示がある。
16
ここからCodaとなる。曲の終わりまで左手のバス音に主音のドが保続される。右手の旋律
は順次進行の上行音型が伸びやかさを感じさせる。17小節目に向けての推移部である。
17
保続されたドの上に，ラ◆を含む属九の準固有和音が二分音符で2回奏され，色彩が変化し
た印象となる。右手はaが2回反復される。
18 16小節目の再生（左手の一部が異なる）。
19 17小節目の反復。
20 Ⅰの和音で終止する。左右同時の四分休符のあと，左手にaの逆音型が奏される。
21
20小節目が反復されるが，1拍目の主和音の構成音と音価が異なる。dim.epocoriten.の
指示があり，終止に向かっていく。
22 全音符で主和音が開離の配置でゆったりと奏され，静かに曲を締めくくる。
立ちをしたり，両手を上に広げたりする表現がみられた。カデンツの最高音がソからラに上がっ
たことにより，広がりや伸びを感じたと考えられる。③の借用和音を用いたカデンツでは，短
調の雰囲気を素早く察知し，顔に手を当てたり，しゃがみこんだりする動作がみられた。②の
カデンツ同様，最高音に音が上がる変化があるものの，短調から悲しみや暗い雰囲気を感じ取
る学生が多かったようである。次に，和音の機能について解説した。主要三和音であるトニッ
ク，ドミナント，サブドミナントの3本の柱が曲の骨組みになっていることを理解した。続い
て，ブルクミュラー「素直な心」を用いて，5人ずつの2グループに分かれて，曲にふさわし
い身体表現を自由に考えた。楽譜を参照し，筆者の演奏を聴いて，聴いた音楽を小節ごとに身
体で表現するようにした。楽曲分析はおこなわず，和声の響きや音楽を形づくっている要素を
各自で感じ取ったものを表現した。あまり複雑な表現にせず，子どもにも伝えやすい内容を考
えるようにした。自由な発想で，グループによっては部分的にストーリーを織り込んだ表現を
考えていた。
第2回目は，はじめに，第1回目で考えた動きをより具体的にできるよう，資料（楽譜1）
を用いて楽曲分析をおこなった。和音の持つイメージ，和音の機能，強弱や速度の変化，モチー
フ（基本型a，反復，逆音型など），終止形，音楽の仕組みの理解を深めた。楽曲の理解を深
めた上で，前回取り組んだ身体表現をグループごとに改めて考えた。各グループが考案した身
体表現を表4に示す。
石田・橋本：教育者・保育者養成課程学生における音楽理解力向上の試み6
表4 グループが考案した身体表現
小節 グループA グループB
1
全員が横一列で体育座り（両ひざを抱えて座
る）をしている。
全員が内側を向き，手をつないで小さな円型
を作っている。
2
座ったまま両手を広げて，1小節かけて大き
な円を描く。
手をつないだまま，外側に広がり，大きな円
型になる。
3
1拍目で中央の1人が立ち上がり，3拍目で
その両隣の2人が立ち上がる。
1小節目と同じ小さな円型に戻る。
4 1拍目で両端の2人が立ち上がる。 手をつないだまま，全員その場にしゃがむ。
5
右端，左端の2人がそれぞれペアになり，お
互いの片手を取り合い，各ペアの右側の人が
時計回りで一回りする。中央の人は，両手を
波打たせる（2拍ごとに腕を上下させる）。
全員立ち上がり，手を離し，横一列に並ぶ。
6
5小節目と同じ動きであるが，右端，左端の
各ペアの左側の人が時計回りで一回りする。
中央の人は，両手の波打ちを続ける。
全員，両手を上に上げる。
7
全員で大きな円となるよう，内側を向いて並
ぶ。
全員，両手をキラキラと振りながら下ろして
くる。
8
1～2拍目で膝を柔らかく1回屈伸し，3拍
目で姿勢を正す。
1小節目と同じ円型になる。
9
お互いの右手を中央で重ね合わせ，時計回り
に狭い歩幅で回る。
円型のまま，狭い歩幅で時計回りに回る。
10 9小節目より広い歩幅で同じように回る。 大きな円型になり，広い歩幅で回り続ける。
全体的に，流れるような八分音符の動きを感じ取り，回転したり，ウェーブを作るなど，変
化に富んだ立体的で動きのある表現を考えていた。8小節目の半終止のところでは，柔らかく
屈伸をしたり，円になって終止感を表していた。9～12小節目では，動きの大小で差をつけ，
反復する音型を適切に表現していた。13～14小節にかけてのクライマックスでは，片手から両
手へ表現を大きくしたり，動作をする人数を増やすなど，ドラマチックな表現がみられた。17，
19小節目で準固有和音のラ♭により色彩感が変わるところでは，眠り薬を飲む演出をしたり，
一斉に視線の向きを変えたりする表現がみられた。コーダの遠ざかっていく様子は，徐々に変
化をつけながら，最終的には横になるなどして終止を表現していた。
以上のように，和音のイメージや音楽の仕組みを理解し，諸要素を生かした身体表現を考え，
各グループとも熱心に取り組んだ成果を発表した。
Ⅳ 振り返り調査と考察
第2回授業実践後，アンケート形式の振り返り調査を実施した。調査項目と結果を以下に示
す。
調査項目① 楽譜に記載されている楽語，記号について，理解を深めることはできましたか。
「よくできた」5人（50.0％），「できた」5人（50.0％），「あまりできなかった」0人（0
％），「全くできなかった」0人（0％）という結果であった。全員が楽曲分析をすることによ
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11
10小節目より広い歩幅で同じように回る。 9小節目と同じ小さな円型になり，狭い歩幅
で回り続ける。
12
両腕を広げながら，横一列に並ぶ。 10小節目と同じ大きな円型になり，広い歩幅
で回り続ける。
13
1拍目で中央の人が左手を横に出すと左側の
2人は驚いた反応をする。3拍目で中央の人
が右手を横に出すと右側の2人は驚いた反応
をする。
1拍目で1人が両手を上げ，3拍目でその両
隣りの2人が両手を上げる（手は上げたまま
にする）。
14
1拍目で中央の人が魔法をかけるように両手
を横に広げると，両側の4人はしゃがみ込む。
1拍目で残りの2人が両手を上げ，全員両手
を上げたままにする。
15 中央の人が前方に歩み出る。 手を下ろしながら，横一列に並ぶ。
16
中央の人が後ろを向き，しゃがんでいる4人
に立ち上がるよう両手でうながすと，4人は
立ち上がる。
気をつけの姿勢をする。
17
中央の人が眠り薬を飲む仕草をする。 1拍目で右手前方に視線を送り，同時に右手
を差し出す。
18 中央の人が横になり，眠り込む。 1拍目で正面を向き，気をつけの姿勢に戻る。
19
残りの4人が眠り薬を飲む仕草をする。 1拍目で左手前方に視線を送り，同時に左手
を差し出す。
20
1拍目で中央の両隣の2人が横になり，眠り
込む。
1拍目で正面を向き，気をつけの姿勢に戻る。
3拍目から上体を下ろしていく。
21
1拍目で左端の人が横になり，眠り込む。 1拍目で全員が体育座りをする。3拍目から
上体を後ろに倒していく。
22 1拍目で右端の人が横になり，眠り込む。 1拍目で全員が足も伸ばし，横になる。
り，楽語，記号についての理解を深めることができたとうかがえる。
調査項目② 音楽の形式や構造について，理解を深めることができましたか。
「よくできた」3人（30.0％），「できた」7人（70.0％），「あまりできなかった」0人（0
％），「全くできなかった」0人（0％）という結果であった。形式や構造については，より専
門的な知識が必要なため，「よくできた」の割合いは3割であったが，全員が理解を深めるこ
とができたとうかがえる。
調査項目③ 和音による響きの違いを感じとり，その和音が持つ響きのイメージをとらえる
ことができましたか。
「よくできた」8人（80.0％），「できた」2人（20.0％），「あまりできなかった」0人（0
％），「全くできなかった」0人（0％）という結果であった。和音の響きの違いを感じ取った
り，そのイメージをとらえることが十分にできたと判断できる。
調査項目④ 和音の機能（Ⅰ，Ⅳ，Ⅴ）について，理解を深めることができましたか。
「よくできた」2人（20.0％），「できた」7人（70.0％），「あまりできなかった」1人（10
％），「全くできなかった」0人（0％）という結果であった。和音の機能については，おおむ
ね理解を深めることはできたとうかがえるが，調査項目②同様，より専門的な知識が必要なた
め，「あまりできなかった」と回答した学生もいた。
調査項目⑤ 今回の活動のように，身体表現を使うと，音楽の理解度は高くなると思います
か。また，その理由を述べてください。
「大変そう思う」7人（70.0％），「そう思う」3人（30.0％），「あまりそう思わない」0人
（0％），「全くそう思わない」0人（0％）という結果であった。全員が身体表現を使うこと
により，音楽の理解度が高くなると回答した。理由の記述には，「身体で表現することで，
よりイメージがしやすい」，「強弱や柔らかさ，硬さについて身体を使うことで理解すること
ができる」，「実際に動いてみると音楽の要素の理解が深まると思う」などがあり，身体表現
を実践することにより，音楽の要素をイメージしやすく，理解が深まることができたとうかが
える。
調査項目⑥ 今回のような活動は，ピアノ曲を演奏する際に役立つと思いますか。また，そ
の理由を述べてください。
「大変そう思う」5人（50.0％），「そう思う」4人（40.0％），「あまりそう思わない」1人
（10％），「全くそう思わない」0人（0％）という結果であった。ほぼ全員が役立つと回答し
たが，身体表現とピアノ演奏の繋がりに効果を見出さない学生もいた。理由の記述には，「
想像力を豊かにすることで曲に色がつくから」，「どこで抑揚をつけるのかを把握しやすい」，
「曲は身体を動かしても弾けるようにはならないから」などの記述があった。身体表現がピ
アノ演奏に役立つと考える学生がほとんどであるが，直接的な効果を感じない学生もいた。
調査項目⑦ 今回の活動で工夫したことを述べてください。
「強弱の変化や楽語などの記号を全身を使って表したところ」，「臨時記号がついている
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ところの動き方やクレシェンドのところを低い姿勢からだんだん伸びながら回ったり，全体的
にメリハリをつけたところ」，「グループで意見交換をしながら協力したことで理解を深める
ことができたところ」などの記述があった。楽曲分析を生かし，音楽に相応しい身体表現を積
極的に考えた形跡が見られる。加えて，グループ活動をすることで，他者の意見を聞き入れな
がら，協力して活動したことにより，より理解を深めることができたとうかがえる。さらに，
人間関係を大切にしながら，能動的に活動することにより，アクティブ・ラーニングの効果も
高められたと考えられる。
調査項目⑧ 音楽表現力を高めるために，今後取り組んでいきたいと思うことがあれば書い
てください。
「想像力を広げるためにいろいろなジャンルの曲を聴く」，「楽譜に書いてある記号や和
音をよく見る」，「今回のような表現活動を実習で実践してみたい」などの記述があった。楽
譜を理解しようとする姿勢が高まったほか，身体表現をしたことを機に想像力や表現の幅を広
げたり，将来的に教育・保育現場で実践したいという意識を高める契機となったことがうかが
える。
これらのことからみて，学生の音楽理解力向上に向けた本実践のねらいはおおむね達成でき
たといえる。音楽理解力を高めるために，身体表現を効果的に取り入れた授業の実践は，学生
が楽しみつつ，且つ能動的に学ぶ方法として非常に効果があることがわかった。
Ⅴ お わ り に
今回の研究は音楽コースの学生を対象におこなったため，比較的スムーズに進行し，おおよ
そ筆者の理想とする結果が得られた。学生の取り組みも非常に積極的であった。前述の通り，
本学科の学生は，入学の時点で必要な音楽の知識が十分あるとは言いがたい。保育コース，教
育コースで同様の試みをおこなうと，別な結果が得られたのではないかと予想する。場合によっ
ては，より噛み砕いた説明が必要であろう。2年間の限られた期間で習得するためには，効率
のよい方法を考え，他の講義との横断的な連携が必要である。今回はピアノ実技科目の課題曲
を教材として選択することで，ピアノの演奏にも直接的に役立てられるように配慮した。幸い，
学生は音楽が大好きで，音楽に合わせて踊ったり，表現活動をするのは楽しみつつ学ぶツール
のひとつである。近い将来，保育者としても実践的に役に立つことであろう。今後もさまざま
な表現活動を取り入れ，保育者として必要な音楽の専門的な知識が身につけられる授業の在り
方を研究したい。
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